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支援対象

＊障がいだけでなく社会的障壁も
含みます．

＊日常生活または社会生活に制限
を受けている方．

2026年度 支援委員

川﨑修一（402研究室）s.kawasaki@redcross.ac.jp

東 園子（430研究室） s-azuma@redcross.ac.jp

山内朋子（443研究室） t-yamauchi@redcross.ac.jp

山田絵美（429研究室） e-yamada@redcross.ac.jp

齋藤 貴子、上羽麻梨子（事務局学生係）
gakusei-kakari@redcross.ac.jp 

大学の関係者が連携・協力して
あなたの「学びたい」を応援します．

あなたの個別ニーズと教育研究の特徴に
基づいた支援内容を一緒に検討します．



支援範囲

本学では、すべての学生が、障がいの

有無によって差別されることなく、

相互に人格を個性を尊重しあいながら、

ともに学びあう大学を目指し、

障がい学生支援を行います。

講義・演習・実習

試験

課外活動

キャリア形成

大学行事の参加

支援を受けるには

例えば？・・・

相談

•クラス担当教員、授業担当教員、学生相
談室カウンセラー、保健室保健師、教務
係・学生係などに相談。

面談

•障がい学生支援委員との面談を希望する
場合は、面談依頼書兼支援申請書を提出。
学生本人と支援委員が面談。

申請

•面談内容に基づき障がい学生支援委員会
で協議し、合理的配慮について合意形成、
障がい学生支援委員会に申請。必要に応
じて診断書等を提出。障がい学生支援委
員会で「合理的配慮依頼書」を作成。

決定

•学長・学務部長・教務委員長・実習委員
長・関係部署の長、及び学部は学部長、
大学院は研究科長に、合理的配慮依頼書
の許可を得る。

実施

•決定した支援内容を障がい学生支援委員
会が学生及び関係教職員に通知し、支援
を開始。申請から実施までの目安は１週
間から10日程度。

評価
改善

•支援開始後、支援委員が必要に応じて支
援内容を調整。

継続

•支援の継続を希望する場合、半期ごとに
申請。申請期限は、前年度の12月末。

講義・演習・実習

＠目が悪くて矯正しても見えないけど
言いづらい．

＠右耳が聴こえづらい．実習の時に聞こえ
ないせいで迷惑をかけたらどうしよう

＠同じ場所に座らないと落ち着きません．

試験

キャリア形成

＠薬の副作用が強くて昼間でも急に
眠くなる．就職できるのだろうか．

＠複数の課題をこなせない．皆と同じ
ことができない．大事なものをいつも
なくしてしまう．

• クラス担当教員
• 授業・演習・実習担当教員
• 学生相談室カウンセラー
• 保健室保健師
• 教務係・学生係 等

相談窓口

＠状況がかわると説明されたことを
応用できない．

提出窓口 学生係
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